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北
東
部
に
望
む
瀬
戸
内
海
に

１
０
０
以
上
も
の
島
々
を

擁
す
る
香
川
県
は
、
本
州

か
ら
四
国
へ
の
「
玄
関
口
」
を
担
い
つ

つ
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
悠
久
の
歴
史

と
盤
石
な
都
市
機
能
、
豊
か
な
自
然
に

裏
付
け
ら
れ
た
地
域
資
源
は
多
様
で
奥

深
い
。

　

ま
ず
「
お
遍
路
」
の
目
的
地
・
四
国

八
十
八
箇
所
を
筆
頭
に
、「
こ
ん
ぴ
ら

さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
金
刀
比

羅
宮
、
寛
永
通
宝
の
「
銭
形
砂
絵
」
で

知
ら
れ
る
観
音
寺
な
ど
、
由
緒
正
し
い

名
所
が
点
在
す
る
。
県
を
主
要
拠
点
と

す
る
事
業
者
に
は
建
設
用
ク
レ
ー
ン
や

和
室
天
井
材
、
水
族
館
用
ア
ク
リ
ル
ガ

ラ
ス
と
い
っ
た
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
分
野
で
の
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
企
業
が
存
在
。
特
産
品
で
は
、
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着地型観光の振興支援

女
性
の
視
点
・
感
性
を
活
用
し

新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘
を
推
進

各
地
方
自
治
体
と
も
連
携
し
県
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
注
力

セ
ル
フ
う
ど
ん
店
チ
ェ
ー
ン
で
爆
発
的

な
ブ
ー
ム
を
生
ん
だ
「
讃
岐
う
ど
ん
」

は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
。
手
延
べ
そ
う

め
ん
や
和
三
盆
と
い
っ
た
伝
統
的
な
加

工
食
品
も
定
評
が
あ
る
。

　

農
水
産
物
も
、
い
り
こ
の
原
料
で
あ

る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
讃
岐
牛
、
び
わ

や
レ
タ
ス
な
ど
種
類
豊
富
。
オ
リ
ー
ブ

を
餌
に
使
用
し
う
ま
み
が
科
学
的
に
実

証
さ
れ
た
「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
か
ら

は
、
名
産
品
の
掛
け
合
わ
せ
と
い
う
創

意
工
夫
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
、
生

産
量
全
国
１
位
の
「
丸
亀
う
ち
わ
」
を

は
じ
め
、「
讃
岐
一
刀
彫
」
な
ど
の
伝

統
工
芸
品
も
数
多
い
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
抱
え

る
香
川
県
に
お
い
て
も
、
他
の
地
方
都

市
同
様
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
に

よ
る
人
口
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
規

模
の
縮
小
が
不
可
避
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
経
済
の
持
続
的
成
長
が
、

待
っ
た
な
し
の
命
題
と
し
て
降
り
か
か

っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
現
実
に
向
き
合
い
、
香
川
県

を
営
業
基
盤
と
す
る
百
十
四
銀
行
が
地

方
創
生
の
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

特
に
「
瀬
戸
内
モ
ニ
タ
ー
ガ
ー
ル
ズ
」

が
担
う
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

活
動
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
外
部
団
体
か
ら

の
関
心
も
高
く
、「
着
地
型
観
光
」
に

よ
る
地
域
振
興
へ
の
大
き
な
成
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
行
の

地
方
創
生
へ
の
体
制
整
備
と
推
進
姿
勢

を
踏
ま
え
、
瀬
戸
内
モ
ニ
タ
ー
ガ
ー
ル

ズ
が
進
め
る
新
し
い
観
光
振
興
支
援
の

形
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

「
着
地
型
観
光
」
を
目
指
し

自
治
体
と
の
連
携
を
推
進

　

百
十
四
銀
行
で
は
２
０
１
４
年
以

降
、
県
や
高
松
市
な
ど
の
自
治
体
等
と

の
連
携
を
強
化
し
て
き
た
。「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
提

唱
以
降
は
、
15
年
２
月
に
「
地
方
創
生

デ
ス
ク
」
を
開
設
。
そ
の
後
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
域
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
「
地
域

活
性
化
室
」
へ
と
発
展
さ
せ
、
地
方
創

生
へ
の
取
組
み
を
積
極
化
さ
せ
て
い
る
。

　
「
創
生
・
振
興
」「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
」「
医
療
・
介
護
」
と
い
う
３
分
野

で
構
成
さ
れ
る
地
域
活
性
化
室
の
活
動

の
う
ち
特
に
地
方
創
生
に
お
い
て
重
要

な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
瀬
戸
内
モ
ニ

タ
ー
ガ
ー
ル
ズ
の
所
属
す
る
「
地
方
創

生
デ
ス
ク
」
を
中
心
と
し
た
創
生
・
振

興
分
野
の
活
動
だ
。

　

地
方
創
生
を
進
め
る
う
え
で
、
百
十

四
銀
行
は
「
人
口
減
少
社
会
を
前
提
に

県
の
地
域
経
済
を
見
た
と
き
、
四
国
の

他
県
に
比
べ
、
大
規
模
投
資
を
見
込
め

る
事
業
・
公
共
事
業
に
よ
る
経
済
へ
の

て
こ
入
れ
に
は
限
界
が
あ
る
」と
認
識
。

営
業
基
盤
の
縮
小
を
防
ぎ
、
10
年
・
20

年
後
を
見
据
え
た
、
持
続
的
な
地
域
振

興
を
遂
げ
る
た
め
の
策
と
は
何
か

―
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
１
つ
の
分

野
が
「
観
光
」
だ
っ
た
。

　
「
幸
い
香
川
県
に
は
、
豊
富
な
農
水

産
物
や
歴
史
的
名
所
な
ど
が
至
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
県
な
ら
で
は
の
経
営

資
源
を
活
か
し
た
創
業
・
事
業
支
援
を

継
続
す
る
か
た
わ
ら
、外
部
か
ら
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼
び
込
む
土
壌
が
あ
る

な
ら
、
魅
力
を
自
ら
外
部
に
発
信
し
、

香
川
を
目
的
に
旅
行
に
来
て
も
ら
い
、

香
川
な
ら
で
は
の
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
観
光
の
形
が
、

最
も
将
来
性
の
あ
る
施
策
で
は
な
い
か

と
考
え
た
の
で
す
」（
片
山
将
光
・
百

十
四
銀
行
営
業
統
括
部　

地
域
活
性
化

室　

創
生
・
振
興
チ
ー
ム
長　

調
査
役
）

　

こ
う
し
た
「
着
地
型
観
光
」
の
振
興

を
目
指
す
百
十
四
銀
行
の
取
組
み
に

は
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
香
川
県
が

共
鳴
。
近
年
で
は
「
う
ど
ん
県
」
を
宣

言
す
る
な
ど
積
極
的
な
ブ
ラ
ン
ド
展

開
・
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
た
県
も
、

百
十
四
銀
行
と
の
協
働
に
よ
り
、
蓄
積

さ
れ
て
き
た
情
報
発
信
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

フ
ル
活
用
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
「
百
十
四
銀
行
さ
ん
と
は
、
２
０
１

４
年
に
地
域
活
性
化
に
か
か
る
連
携
・

協
力
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
県
と

し
て
も
、
観
光
協
会
等
と
の
連
携
で
官

民
一
体
と
な
っ
た
観
光
客
誘
致
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
百
十
四
銀
行

さ
ん
と
も
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

活
動
が
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
歩

調
を
揃
え
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」（
植
松
真
抄
子
・
香
川
県
う
ど
ん

県
交
流
推
進
部
観
光
振
興
課　

情
報
発

信
グ
ル
ー
プ　

課
長
補
佐
）

　

百
十
四
銀
行
で
は
、
同
様
に
県
内
市

町
と
も
連
携
協
定
を
締
結
。
自
治
体
共

通
の
認
識
の
も
と
、
同
行
を
含
む
「
産

官
学
金
労
言
」
一
体
と
な
っ
た
地
域
振

興
に
舵
を
と
っ
た
。
一
方
、
県
内
８
市

９
町
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
版
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
地
方
創
生
へ
の
具
体
的

な
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
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